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新年早々、こんなことを書くのもいかがなものかと思

いながら、やはり気になることで見て見ぬふりはできな

いと思い、書くことにしました。 新聞で＜「介護事業者 

倒産最多１４３件」２２年コロナ禍や物価高影響＞の見

出しを目にしました。読むと、東京商工リサーチの発表

で、２０２２年の介護サービス事業者の倒産が、全国で

過去最多になったと書いてありました。従業員１０人未

満の事業者が１１７件だそうです。１０人未満ということは、

小さいけれど小回りがきく、地域密着型の事業者では

ないのかと思いました。 

２０２２年は、国のコロナ支援策も縮小、物価高や人

手不足も影響したのではないかとありました。営利を目

的とせず、気持ちで支援、介護をしたいと思い、志一つ

で数人で事業所を立ち上げることは珍しくありません。

ルール通りのサービスしかできないといわれる大きな事

業所と違い、利用者さんのニーズにできるだけ応え、利

用者さんとともに動く支援者として貴重な存在であろう

かと思います。 

記事には具体的な詳細がないのでわかりませんが、

多摩地域には、たくさんの心ある小さな事業者が点在 

 

 

しています。町の中の小さな事務所で、志一つで仲間

を募って始める人たちは、たくさんいます。かつて、か

いゆうの前身「くじら雲」も、任意団体として立ち上げた

ときにはそうでした。とりあえず自分の身近にいる人た

ちで活動を始めよう、家族だけで抱えるのでなく、重い

しょうがいがあっても地域に出て、地域の人たちと一緒

に広い世界で生きていってほしいとの思いで活動は始

まりました。 

そうした志の事業者が、この困難な状況の中で持ち

こたえられなくなって、事業をあきらめなくてはいけなく

なることはとても残念です。大きな資本のある事業者だ

けが残っていく社会が健全とは思えません。大きなこと

はいいことだという時代は終わりました。どんな福祉事

業においても、一人一人を大切にするパーソナルなサ

ポートが求められている中で、小さな事業者にこそ頑張

ってほしいと思います。 

かいゆうも社会福祉法人としては、けっして大きくは

ない規模です。時代の荒波に飲み込まれないように、

地域の中のニーズに応えられる法人として、より足腰を

鍛えねばと思っています。（理事長 遠藤良子） 
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「あちら側」と「こちら側」 

 その昔、自分がまだ２０代で毎日がつらかった頃、あ

る精神科医から言われて一生の宝ものにしている言葉

がある。「意識しているところであなたは苦しいのかもし

れないが、意識していないところで、あなたの内部（な

か）には、あたたかいものがある」「あなたの内なる自然

は、まったく汚染されていない」。 

 人生の中でたった一回でも、そのように他者がわたし

をみてくれたということは、心の深い支えになっている。

４０も５０も過ぎながら、「先生、だいぶ汚染されました」と

時々その言葉を思い出し、この頃は、「６０を過ぎたら除

染していこうか。できるものかな。」と考える。 

 

****** 

 「デボラが耳にしたのはただ、自分の疲れきった喘ぎ

だけだった――他の人にとっては易しく平坦な道でも、

彼女にとってはエベレストに登るほどのことであった。

（中略）平等の者同志の間では、与えたり与えられたり

して恩恵は相互的なものだ。でもこれらの巨人たち―

―自分自身をふつうで平均的といっている人びと、生き

ていくという大事業を平然とやっている巨大な力の持主

――彼らへの負い目は彼女の無力感を一段と痛感さ

せ、孤独感を強めるばかりだった」 

 

「少年たちは夕陽をうけて、長いかげを落しながら球技

場を走りまわっていた。彼らは何と若々しく、強壮で、黄 

金色にかがやいていることか。彼らが笑いながら簡単に 

 

 

 

 

 

 

よろしくお願いします 
 

初めまして。昨年の夏から、たまりば宙の日中一時支

援事業に勤務している山田京祐です。たまりば宙に勤

める前は、都立高校の用務員をしていました。趣味は、

筋力トレーニングとスポーツです。 

 たまりば宙は、スタッフ皆が優しく、とても働きやすい

場です。利用者の方々とも、少しずつコミュニケーション 

が取れるようになりました。近々、たまりば宙の内装が変 

やってこられる場所に到達するために、彼女は全精力

と、彼女の意志の最後の一滴までも消耗したのだ。彼ら

と彼女をへだてる壁はまだそこにあった。そしてこれは

消えることがないのだろう。

今、彼女はその壁ごしに無

限の美を提供する世界を

見ることができる。しかし彼

女自身は生存しつづける

だけで精いっぱいなのだっ

た。」 

 

（『デボラの世界』、ハナ・グリーン著、佐伯わか子・笠原

嘉訳、みすず書房、1971）     

 

******                                                                                                                                                

 デボラのようにずっと壁の「こちら側」で生きている感

覚を持ってきたけれど、この頃、自分は変わっていない

と思うのに壁が動いて、自分が「あちら側」にいるような

様子になることがある。そういうことが少しずつ増えてき

た。驚きはあるけれど、これもまた、受け入れることと思う。 

 デボラに共感したとき、自分はデボラと一緒に人生の

初夏にいたのだろう。「無限の美を提供する世界」は前

方に広がっていた。最近は、自分の家族も年上の友人

たちもエプシロンの半数以上の利用者家族も、主に加

齢による病気、そしていずれ来る人生の終わりとその準

備を話題にすることが多い。そういうことを共に話してい

るときは、自分の立ち位置が変わるというより、「あちら

側」と「こちら側」の溝や境が薄

れていく。それぞれが大切にし

ているものが前面に立ち、そ

の他は背景に退き、シンプル

なその人らしさになっていく。

もしかしたら、それが「除染」な

のかもしれない。（白川）  

 

わるので、前職の

経験を活かして、解

体や取り付けに励

みたいと思います。 

 これから働いてい

く中で、利用者ひと

りひとりの気持ちに

立って考えられるよ

うなスタッフになりた

いです。 

 一生懸命がんば

ります。よろしくお

願いします。 

（山田） 

 

相談支援エプシロン   
Tel 042-505-7021  Fax 042-505-7669 

- 

誰もが集えるみんなの居場所（10:30～18:30 日祝休み）   

たまりば宙（そら）         Tel/Fax 042-843-0443    

- 

日中一時支援事業（15:30～土日祝休み） 
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昨年、中部国際空港内にカームダウン／クールダウ

ン用の施設ができた（国内４例め）という報道がありまし

たが、特別支援学校の教員時代に、「教室内に畳一畳

サイズの小屋を作った」ことを思い出しました。高音域

の音が響きすぎてお子さんたちが落ち着けなかった為

です。作ってみると、超・元気な A君が苦手で近寄れな

かった B君が、この中だと A君と二人で寄り添って本を

読めたりできていたので、あぁよかったなと思いました。

（２０年近く前の話。） 

感覚の特性上、蛍光灯が「点滅」して見えて辛い、夜、

階下の時計の音が聞こえてしまい寝られない、味が混

ざるのが苦痛で一口で一種類の食材しか食べられない、 

 

 

 

 

 

 

久々の行動制限のない年末年始を過ごせたのはよ

かったのですが、また感染者も増え気を引き締めなきゃ

と思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年の１１月より、約１年間頂いていた育休から

復帰した家村です。今回だけでなく、これまでもたくさ

んの方にご協力を頂いて参りました。本当に感謝して

おります。 

育休中は、家庭と真正面から向き合うことになった１

年間でした。長男は小学

校、次男は幼稚園に上

がり、 

 皆それぞれ初めて

の環境に、家族一同混

乱しました。そんな中で

の仕事復帰となり、始ま

る前は不安だらけでし

た。 

 

特定の繊維の感触が苦痛で決まった衣類

しか着られない…等々、ご本人にしか分か

らない感覚で苦しんでいる方が想像以上に

たくさんおられることはまだ十分に知られておらず、い

つも残念に思います。 

感覚の問題に限ら

ず、「自分がこうだから

きっと相手もそうだ」と

素朴に信じて、それを

根拠に振舞ってしまうこ

とを、最近では「自他境

界の侵犯」と呼ぶこともあるそうです。ある判断や行動の

前に、自分はこう「だけど」相手はどう？と一呼吸置いて

考えられることは対人援助職であってもなくても大切な

ことだと思うのですが、自分自身が常にそのスタンスで

いられているか、というと正直ちょっと自信がないです。

まだまだ日々精進だな、と思っています。（相澤） 

 

私はコロナ以前は、休みがあるといろいろ出かけて

いたことが多かったのですが、コロナになり家で過ごす

事が増え、最近では自宅の水回り辺りの壁紙を張り替

えたり、車のオイル交換をしてみたりと、色々とやってみ

ているのですが、やはり職人やプロの様にはいかず、

その度にすごいなぁ～と感じています。 

私達の仕事も専門職なので、より良く楽しく過ごせた

り、遊べたりできるように、しっかり取り組んでいかなきゃ

と思っています。（市川） 

 

 

ところが、不思議

なことに復帰してか

らの方が、穏やかな

日々を送っていま

す。もちろん時間的、

体力的には大変に

なったのですが、そ

れ以上に私は家族

以外の居場所が出

来たことが嬉しいで

す。そして子供達は母親との時間が減っても、家が安

心できる場所なの

は変わらないと、わ

かってくれたようで

す。 

 変わらず私の第

二の居場所でいて

くれた、くじら工房、

かいゆうには感謝

の気持ちでいっぱ

いです！（家村） 

くじらっこ     
放課後等デイサービス    

Tel/Fax 042-505-4661     

- 

くじら工房     
Tel/Fax 042-843-3450     

- 

生活介護事業所     
くじら工房 Instagram    

育休から復帰しました 

その道のプロ   

見てね！   

くじらハウス   居宅介護等事業  Tel 042-505-7034     

Fax 042-505-7035    おにぎり   短期入所   

雑感 

工房クリスマスメニュー 
サンタさんも来ました お餅の歌を歌いました 

バトンタッチで育休に入った山本さんが
赤ちゃんと遊びに来ました♪ 
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言葉にならない言葉を、皆さんはいつもどのように聞

いておられるでしょうか。 

伝わらなくてもどかしくて、表現方法を変えてみる。笑

ってみたり、泣いてみたり、怒ってみたり、時には黙って

みたり。 

それをただそのまま受け取るだけでは、その人の奥

の方はいつまでも見えない。相手も、いくら表現方法を

変えても伝わらない、とがっかりしているかもしれない。 

言葉は、便利なコミュニケーションツールの一つでは

ありますが、言葉には嘘が混ざる時もあります。騙し合

いや探り合いのような面倒なことも、多くは言葉を介して

行われます。反対に、言葉ではなく行動でお互いの心

を理解し合える時もあります。 

前にかかわりのあった利用者さんのお母様がよくお 

 

 

 認知症の母の介護をしながら働かせて頂いています。 

要介護２で、身体介護はそれほど必要ではありません

が、短期記憶の衰えが著しく、徘徊は無いものの未遂

は数え切れず、妄想も多くなって来ました。 

そんな中、昨年腹部の痛みを訴えたので病院へ連

れて行ったところ、子宮頸がんが見つかり全摘手術を

受け、それを期に体力面での衰えも顕著になったため、

私自身の生活の拠点を移して母と同居しながら介護を

しています。 

もともと外交的な性格ではないので、デイサービスは

頑なに拒否し、ケアマネさんとの何度にもわたる説得に

も首を縦に振っては貰えません。 

週 1回のヘルパーさん、２週に１回の訪看さんの助けを

得ながら何とか在宅で介護しつつ、月に１週間ほどの

ショートを利用しています。 

食事も昼食の配食をお願いしていたのですが 「まずい」 

と食べて貰えず、何箇所か試したものの変わらなかった

ので配食も中止し、基本的に作り置きした食事を冷蔵

庫に用意しています。 

仕事を終えて帰宅して鍵穴に鍵を差し込む瞬間…あ

る意味、一番緊張する瞬間です。 

“今日は何事も無く無事だっただろうか ?” 

手術して退院直後は、トイレに行こうとしてベッドから滑

り落ちて床に腰を強打し、そのまま私が帰るまで動けず、 

床に寝たまま失禁していたこともありました。 

それ以来私は、夜間は母の部屋のドアの前で寝て、

物音がしたらすぐに対応できる様にしています。 

 

 

っしゃっていた言葉を、たまに思い出し

ます。「この子の頭の中を、私が死ぬま

でに一度でいいから覗いてみたいわ」。 

誰もが、誰かに一度くらいは思ったこ

とがあるかもしれません。純粋な興味の場合もあるでし

ょうし、どうにかして相手を理解したい、と切に願う気持

ちの場合もあるでしょう。 

そして、それは叶わないこととわかっているからこそ、

わかりたい、わかって欲しい、という感情が生まれるの

かもしれません。簡単にお互いをわかってしまったら面

白くないから、わざとわからないように、心は人からは見

えない場所に隠してあるのかな？人間に生まれた私た

ちへの、難しくも面白い謎解きのプレゼントなのかもし

れない、と妄想しています。 

言葉が生まれる前には、どのようにコミュニケーションを

とっていたのでしょうね。もしかしたら、今より少しはわか

りあえたかな、と思うこともあります。（宮澤） 

 

またある時は、何事も無かったので夕飯の支度をし

ながらお風呂の用意をしようと浴室に入ると、バスタブ

に張られたお湯の中に無数の紙オムツが…。 

何事かと母に聞くと涼しい顔で「”下着”が汚れたから洗

濯してるのよ。」と。 

あぁ、そうでしたか、それはそれは…と、顔では笑い

ながら片付けると、汚れたのは１枚。他はまっさらな紙オ

ムツを 1パック、全てバスタブの中に浸した様でした。 

徘徊は無いと書きましたが、帰宅すると玄関に佇ん

でいて丁度外へ行こうとしていた場面に出くわした事も

あり、夜中に起き出したのでトイレかと部屋の様子を伺う

と余所行きに着替えていたので声をかけると「昭和記念

公園で同級生が集っているから行って来るね」 と…。 

「（今は入院している）叔母(母の姉)から電話来たから

お茶してくるね」、「以前のパート先から、急に休みが出

たから出勤してもらえないかと電話が来た」…外へ行こ

うとする理由は多岐にわたります。 

さすがに鍵を取り上げてしまってからは、少なくなりま

したが。 

たまに外へ連れ出すと足腰が弱り、未だに慣れない

杖を引きずる様にして歩き、すぐに息が上がっています。 

あとどれだけこうして一緒の時間をすごせるのだろうか

と考えながら、自分が小さい頃に母に手を引かれて歩

いていた頃を思い出しつつ、母の手を引いて歩いてい

ると、この時間がとてもありがたく、介護の疲れも忘れさ

せてくれます。 

先日、ためしに一緒に味噌汁を作ったのですが、何

年ぶりかに作ったにも関わらず、ちゃんと “母の味” で

した。 

味見しながら「熱いよ」と涙をそっと拭った私を母は「何

やってるのよ」と無邪気に笑っていたのでした。（坂口） 

ミラハウス    

Group Home    
 

言葉の向こう    
  

母との時間    

  
すうぇる    
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近年、一歩ハウスでアルバイトをしている下ノ原です。

オープン当初から、一歩ハウスとはお付き合いがありま

したが、毎日一歩ハウスに通うことは初めてで、ご縁を

感じています。 

 １１月３日（木）に、一歩ハウスは２０周年を迎えました。

２０年前に、東福祉館でオープニングセレモニーを行っ

た時から、積み重ねて今があると思うと、感慨深いです。 

 

新しい年がスタートしています。昨年
末は皆さまに大変ご心配をおかけした
ことお詫び申し上げます。歩人の入居者
全員コロナに感染し、スタッフ、ご家族含
め感染者が出ました。幸いにも軽症に済み、皆さん元
気で新年を迎えられたこと嬉しく思います。 

さて、私事ではございますが昨年夏、愛猫のナナが

空に帰っていきました。 

半年の月日が経ちましたが、ペットロス真最中です。

猫（ペット）というものは不思議なもので、どんなにへと

へとで家に帰ってもひとなですれば「元気チャージ」完

了なのです。いなくなった時、完全に自分を見失いまし

た。どうやって生きていけばいいのか分からなくなしまし 

た。涙が枯れて出なくなるという経験も初めてしました。 

 

 

昨年１０月に泉から異動し、青柳の管理者となりまし

た中山です、よろしくお願いいたします。 

 すうぇるには一年ほど前からヘルプで入っていました

が、とれいるでの勤務は初めてになります。利用者さん

と少しずつ信頼関係を築いていけたらと思います。 

 

 

こんにちは。 

 年末は泉でもコロナ感染が多発し、ご家庭やたくさん

の方々のご協力で、無事に新年を迎えることができまし

た。ありがとうございました。今年となります。年明け早 

々に、冷蔵庫が壊れて新しく購入しバタバタしました。 

たくさんの地域の方にご協力いただき、ご家族と連携し 

ながら、皆さんが元気に過ごしていて、何より嬉しく思い

ます。いつもありがとうございます。 

日を違えて、１１月２３日（水）に、入居者の方々とスタ

ッフで食事会をしました。 

コロナ禍で、小さなお祝いとなりましたが、外食して皆

さんが楽しめたのが良かったなと実感しています。 

生活にも少しずつ変化が見られ、顔のシワもお互い

に少し増えたように思いますが、深みが増したと、良い

ように変換して、これからも小さい楽しみを見つけて、生

活を充実させていきたいです。 

 ご協力いただくこともあるかと思いますが、これからも

よろしくお願いします。（下ノ原） 

 

未だ、どうしていいのかよく分かりませんが、自分探し

をまた始めています。半世紀生きてきてスタート地点に

戻ったような感覚です。とにかく目標をと思い、毎年恒

例のフラメン

コを本気で

踊る忘年会

にエントリー

しました。 

５０歳のプ

チリサイタル

で踊った曲と

同じ曲ですが、甘えや妥協は一切なし

で、本気で打ち込みました。クリスマスイヴの本番、踊り

切りました。 

久しぶりに達成感を味わいました。そして、こちらも毎

年恒例、年賀状にナナをデザインしました。私にできる

事は、きっと数少ない事。一つずつ丁寧に確実に、ゆ

っくりでいいからやっていこう。そう思っています。（小野） 

 

 

最近皆から、意外、と言われる趣味を少し紹介します。 

音楽はパンクが好きです。最近話題の「劇場版スラムダ

ンク」の主題歌にもなった「10-FEET」というバンドのライ

ブに行き、フェスへも行きました。また、バイクが好きで、

大型免許もあり、今は乗っていませんが時速２００キロ

以上も出るバイクで日本一周もしました。冬はスノーボ

ードをしたり、他にもいろいろな趣味がありますが、見か

けたら遠慮なく声をかけてもらえたらと思います。（中山） 

 

昨年から家電製品の購入や、壁紙の補修など、助っ人

さんにご協力を頂いていますが、１８年たつと、あちこち

でメンテナンスが必要になってきますね…。 

コロナ禍での生活は続きますが、少しずつ通常に戻り

つつありますよね。入居者さんの生活においても、健康

で楽しく、少しでも生活が充実するよう努めていきたいと

思います。そのためにも、働くスタッフや自分自身も健

康で充実した日々を送れたら良いなと思います。（川鍋） 

はじめの一歩ハウス    

２０周年を迎えて   

とれいる    

    

意外な 
趣味    

  

ゆっくりと前へ   

年賀状ナナ 

忘年会の様子 

充実した毎日を 
    

  

来歩ハウス    

メゾン・ド・歩人    
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この度、職場環

境改善に向けた意

見交換がスムーズ

になることを目指し、

職場巡視チェック

リストを作成しまし

た。 

２０２３年から毎

月各部署ごと、担当者に職場巡視チェックリストの記入

をお願いし、半年に一度、衛生管理者（及び産業医）が

巡回します。     

職場巡視には、働く職員の健康状態や業務内容、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場の雰囲気に直に触れて確認できるというメリットが

あります。衛生管理者や産業医が、職員とコミュニケー

ションを図る大切な機会でもあります。 

課題点については、安全衛

生委員会の議題にあげ、リー

ダー会議、運営会議で協議

し、フィードバックする流れとな

ります。 

 職場環境改善が、より良い

支援につながることを願って

います。 

（くじら工房 三浦） 

グループホームのごはん        

油揚げのスナック   

今日の一品    

材料（２人分） 

油揚げ ２枚 

青のり 適量 

塩    適量 

作り方 

① 油揚げを適当な大きさに切る。 

② お皿に並べ、レンジで６～７分程度加熱（500W） 

し、サクサクにする。 

（サクサク感が足りないようなら追加で加熱する。） 

③ 塩・青のりを混ぜて完成。 

サ
ラ
ダ
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
に
も
！ 

 
 

 
 

    

レシピ提供は、すうぇるの大植さんです 

献立メモ 

油揚げには、肌のハリに必要な大豆イソフラボン

が他の大豆製品と比べても多く含まれています。

毎日の食事に加えて、冬の肌を守りましょう。 

（栄養士 佐藤公子） 

安全衛生委員会 

より 

２０２２年にご寄付下さった皆様 

伊藤 邦雄   岩下 摩樹   大塚 靖子   中田 和子 

国立のぞみ教会 

S.T  K.T  N.F  S.H  M.K  F.K  他２名様 

（敬称略） 
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 今の教育は、健常児としょうがい児は分けられて教育

されます。そうした中で、健常児だけの世界、しょうがい

児だけの世界で人間関係がつくられ終わっています。

僕自身も、しょうがい者の中だけで成長してきました。 

 １９８０年代からは、しょうがい者も普通に地域で生きよ

うという運動が起きました。僕は１９７５年から普通の大

学に入り、健常者と出会いました。その体験は、怖かっ

たり楽しかったりでした。それからは、健常者の社会の

中に、しょうがい者の僕は生活を始めました。 

 

 

 １９８０年代後半、学芸大学の学生たちが僕のヘルパ

ーにたくさん来ました。その中の学生の一人が僕に、

「なんで天野さんは家族と一緒にいないのか？病院に

入っていないのか？危険ではないのか？」と、健常者

の彼は、あたりまえの意識として言ってきました。しかし、

当時の最先端の問題意識としては、しょうがい者も地域

で生きることが正しいとすることが言われ始めていて、そ

れは国際的な流れとしても言われ始めていました。 

この、彼の考え方について、彼の周りの学生は「君の

考え方は古い。しょうがい者も普通に地域で生きるべき

時代になった。」と、古い考え方をバカにしていた。 

しかし、この古い考え方をした彼は、ピンとこなかった

ようだ。このピンとこなかった彼は、僕のヘルパーもして

いた。しかし、その問題意識が地滑り的に激変するきっ

かけが起きる。 

 

彼は当時流行っていた、車いすの身体しょうがい者

との富士登山の活動に参加した。１人の車いすの身体

しょうがい者を、４人の健常者が前２人と後ろ２人で、無

理やり富士山を登る。４人の健常者のヘルパーも、車い

すを引っ張り上げるのに相当重労働だった。車いすに

乗せられているしょうがい者も半端な決意で乗っている

わけにもいかず、振り落とされないために必死で車いす

にしがみついていた。この５人の集団が、山の中腹で

休む。その時になぜか、５人の集団は無言だった。これ

だけ苦労し、苦労を共にしたのに会話ができなかった。

変な緊張感だけが漂った。明らかに普通じゃなかった。 

 

参加者の１人だった彼は、自分のアパートに帰った 

後、なにげなく新聞を読んだ。その新聞の内容は、し 

 ょうがい児は特別支援学校に、健常児は普通学校 

    に分けられていることの問題についての特集 

 

 

 

 

 

 

記事だった。 

それを読んだ彼は、自分の体験の違和感に気づい 

た。車いすの身体しょうがい者と一緒に富士登山をし、 

中腹で休んでいたときに、全員が会話ができない変な

緊張感の原因が、彼の中でわかってきた。健常者としょ

うがい者が、あまりにも分けられた世界にいたために、

上手く付き合えないのが、この休み時間で出たと思った。

これによって彼は社会問題に目覚めた。 

 

 

 もう一方、しょうがい者が普通に地域で生活をし始め

たときに、どうしてもヘルパーが集まらず、仕事中の健

常者の友達を呼び出して、トイレ介助をしてもらおうとし

た。呼び出されたこの健常者は、仕事中なのですぐに

は行けなかった。このしょうがい者は行政に対してヘル

パー派遣回数を増やす交渉もしていた。しかしヘルパ

ーが足りないので、仕事中の健常者も呼ばざるをえな

かった。 

やっと仕事を切り上げ駆けつけたところ、そのしょうが

い者は失便していた。この場面を見た健常者は心底怒

り、この国の福祉制度は何なのか？と怒りがこみ上げて

きた。それ以来、この健常者はしょうがい者運動へと、

のめり込んでいく。 

 

 

僕は生まれつきしょうがい者なので、しょうがい者が

生きていく運動をするのは、あたりまえである。しかし健

常者が、しょうがい者の福祉の問題に関わるのは何故

なのか、知りたいと思っている。健常者が、しょうがい者

問題に関わるきっかけは様々だと思う。重要なのは、個

人個人の感性にいかに響くのか？そこだと思う。これは

他人にとって代われるものではない。いかに「しょうがい

者」とぶつかり合ったり、付き合ったりしながら、その中

で何を感じるか、だと思う。 

理念だけ先行しても身につかない。上司からの命令

だけで働いているだけでも駄目だ。しょうがい者と付き

合っていて、何か疑問を感じたり、上手くいかなくなっ

たりした時に、自分はどうしたいのか、という必然性の中

で問題意識はできていく。とりあえずは自分の感性の間

口を広げ、いろいろなものを感じ、古い感性にとらわれ

ず「かいゆう」の仕事をやってみて欲しい。 

 

（かいゆう評議員 天野誠一郎） 

 

 

 

かいゆう人語    
 

新しく職員になった人達へ 

* * * * * * 

* * * * * * 

* * * * * * 
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ポ
ニ
ー
水
上
自
伝 

 
 

も
め
ん
の
よ
う
に 

 
 

 風呂で 
煙突にあたって 
やけどした。 

 

学
校
に
行
く
前 

鏡
の
前
に
す
わ
っ
て 

よ
だ
れ
が
出
な
い
様
に 

訓
練
し
て
い
た
。 

 

私
の
胸
に
、
小
さ
な
鏡
を
持
っ
て 

大
き
い
な
鏡
の
前
に
す
わ
る
と 

何
人
も
自
分
が
い
た 

面
白
く 

手
鏡
を 

動
か
せ
て 

万
華
鏡
の
様
に
遊
ん
だ
。 

 

 叔母が 
自転車に乗った 
私を撮ったあと 
  たおれた。 

『もめんのように』作品紹介 

１９９０年頃から３０年にわたって、ポニー水上が自らの半生を絵と文で表現した作品集。
昨年製本され、上巻・下巻の二冊からなる。昭和の時代に逞しく生きる姿に、心を打たれ
る読み応えたっぷりの作品。 


